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会議録

１． 開会

２． 話題

（市長）

本日は、令和６年度第２回の定例記者会見へお越しいただきまして、ありがとうございま

す。今回は、私の方から4点についてお話をさせていただきたいと思います。

（1）姉妹都市・友好親善都市提携周年事業について

今年度に実施する、３つの都市との「姉妹都市 及び 友好親善都市提携周年事業」につい

てであります。

１つ目は、「アメリカ合衆国アラスカ州アンカレジ市との姉妹都市提携55周年記念事業」

についてです。

本年は姉妹都市提携 55 周年として、私や市議会議長をはじめとした公式訪問団のほか、

市内の和太鼓チームである「千舞泉美太鼓（せんぶ せんびだいこ）」７名を含め、総勢 16

名で、アンカレジ市を訪問する予定となっております。

内容といたしましては、８月25日から 31日までの７日間の行程で、アンカレジ市長へ

の表敬訪問のほか、アンカレジ市内の小・中学校、高校、大学への訪問、アラスカ州のお祭

りである「ステートフェア」において、「千舞泉美太鼓」の演奏を披露するなど、地元市民

との交流を行う予定であります。

２つ目は、「鹿児島県指宿市との姉妹都市提携 30周年記念事業」についてであります。

本年は姉妹都市提携 30 周年として、公式訪問団のほか、公立千歳科学技術大学の

YOSAKOI チームである「光一天（こういってん）」28名を含め、総勢 41名で指宿市を訪

問する予定となっております。

内容といたしましては、９月28日から 29日にかけて行われる「指宿温泉祭」の開催に

合わせ、３日間の行程で、指宿市長への表敬訪問のほか、「光一天」が YOSAKOI 演舞の披

露を行う予定であります。

このほか、「道の駅による物産交流」、「図書館による展示交流」、「美術作品展での交流」

を実施するほか、先日指宿市で行われた「いぶすきフラフェスティバル」及び本市で行われ

た「スカイ・ビア&YOSAKOI 祭」における、「YOSAKOI ソーランちとせトーナメント」に

おいて、各市長賞の贈呈を実施しております。

また、千歳市と指宿市の若手職員が、30周年記念のロゴマークを作成しており、本交流
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事業における様々な場面で使用する予定となっております。

３つ目は、「中華人民共和国吉林省長春市との友好親善都市提携 20 周年記念事業」につ

いてであります。

本年は友好親善都市提携20周年として、公式訪問団のほか、これまで長春市との交流を

長年にわたり主体的に実施してきた「日中交流千歳市民会議」を含め、総勢 16名で長春市

を訪問する予定となっております。

内容といたしましては、10月 17 日から 21日までの５日間の行程で、長春市長への表敬

訪問のほか、「日中交流千歳市民会議」と連携し、交流内容を長春市と調整しているところ

であり、日本の伝統文化である生け花をご披露させていただく予定です。

（２）「支笏湖チップ」の地域団体商標登録について

支笏湖漁業協同組合が、平成 31 年に、特許庁に出願した『支笏湖チップ』について、6

月 28日、北海道では 40番目の「地域団体商標」に登録されました。

「地域団体商標制度」とは、地域ブランドを適切に保護することで、事業者の信用を維持

し、産業競争力の強化と、地域経済の活性化を支援することを目的に、「地域の名称＋商品

（役務）の名称」からなる商標について、特定の要件を満たした場合に、登録を認める制度

です。

「地域団体商標」の出願に至った背景でありますが、ひめます（チップ）は、支笏湖地域

の皆様にとって大変思い入れがありますことから、この美味しい魚を多くの人に知っても

らい、後世に伝え、他の地域との差別化を図ることを目的として、ブランド名称を「支笏湖

チップ」に統一し、平成31年２月 28日、支笏湖漁業協同組合が「地域団体商標」に出願

したものであります。

チップは、短い期間にしか釣れない希少性から、登録に向けた販路拡大や、周知を高める

手法が難しく、道外の百貨店での物産展や、道内イベントへの出店によるプロモ―ション活

動、情報誌への掲載、「支笏湖チップ」の動画制作など、地域が一丸となって地道な周知活

動を行った結果が実を結び、この度、無事、商標登録されたところです。地域の皆様の長年

の取組に心から敬意を表したいと思います。

今後は、道内外の物産展や、地元への還元イベントでの周知、支笏湖チップの商品開発な

どにも積極的に取り組むほか、地域団体商標マークを活用することで、第三者との差別化を

図ることとしております。

市といたしましても、支笏湖漁業協同組合を中心に、関係団体と連携し、更なる知名度向

上を図ってまいります。
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また、6 月 30 日に行われた「支笏湖夏まつり」や、７月 13 日から 15 日まで開催され

た「スカイ・ビア＆YOSAKOI 祭」においても、「地域団体商標登録」の記念価格として、支

笏湖チップ塩焼きを提供し、合わせて1,800 尾が完売となりました。

毎年 6 月～８月までの短い漁期の希少な魚ですが、今年は現在まで豊漁が続いておりま

す。

皆さまも是非、支笏湖に足を運んでいただき、「支笏湖チップ」をご賞味ください。

（３）次世代半導体関連事業について

３点ご説明いたします。

１点目は、工事等の進捗状況についてであります。

ラピダス社の半導体製造工場「IIM-１」の建設工事につきましては、地上躯体工事、内装・

外装工事、設備工事などが進められており、本日時点において、現場には、2，900～3，000

人の作業員が従事し、パイロットライン稼働までの工事全体の進捗率としては 41．8％で、

建設スケジュールどおり順調に進んでいると伺っております。

今後、秋頃にかけて、作業員数がピークを迎えることから、引き続き事業者と連携しなが

ら、必要な対応を行ってまいります。

２点目は、半導体関連企業の本市への立地状況についてであります。

前回 5 月の定例会見以降においては、６月に、半導体製造用イオン注入装置の製造・販

売を行う「アクセリス・テクノロジー株式会社」が、市内にサービス拠点を設置されたほか、

7月に、電気通信事業を行う「NTTコミュニケーションズ株式会社」及び、情報通信機器の

製造を行う「NTT イノベーティブデバイス株式会社」が、市内に共同で事務所を設置され

たところであります。

本市といたしましては、今後もきめ細かな企業ニーズの把握などを通じて、半導体関連企

業の集積に向けて取り組んでまいります。

３点目は、次世代半導体プロジェクト説明会の開催についてであります。

昨年９月に、本市の工業団地である「千歳美々ワールド」において、ラピダス社「IIM-１」

の建設工事が着工されてから、間もなく１年となり、来年４月にはパイロットラインの稼働

も控えております。

このような中、改めて「我が国の半導体政策動向と本プロジェクトの意義」、「ラピダス社

の事業概要と最新の進捗状況」、「半導体が支える最新の技術」などについて理解を深めてい

ただくため、本市主催による「次世代半導体プロジェクト説明会」を、8月 22日に開催す

ることとしました。
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本説明会では、各テーマについて、経済産業省、ラピダス社、NTT コミュニケーション

ズ様から、それぞれご講演をいただくほか、千歳市の取組についても、紹介することとして

います。

本市といたしましては、この説明会をはじめとした様々な取組を通じて、次世代半導体プ

ロジェクトに関する市民の皆様や事業者の皆様の理解促進を図ってまいります。

（４）市立千歳市民病院 産婦人科医師の採用について

この度、市立千歳市民病院におきまして、7 月 1 日付で産婦人科医師 1 名を採用いたし

ました。

これまで市民病院の産婦人科では、50 歳代と 60 歳代の常勤医２名と、嘱託医１名の、

計３名の診療体制でありましたが、今後は、40歳代の常勤医１名が新たに加わり、常勤医

3名と、嘱託医１名の、計４名の体制となります。

この度の産婦人科医の増員にあたりましては、札幌二次医療圏南部において、周産期医療

の中核的な役割を担う市民病院に対し、大学医局のご理解をいただいたものであり、この場

をお借りし、深く感謝を申し上げる次第であります。

市民病院では、これまでも平日の時間外、土曜日・日曜日、休日及び年末年始を含め、24

時間 365 日体制で分娩の対応を行っておりますが、今後のまちのさらなる発展による、人

口の増加を視野に入れつつ、住み慣れた地域で安心して出産できる体制の維持に向け、周産

期医療を担う地域の基幹病院として、市内医療機関と連携を図りながら、より質の高い、安

全安心な医療の提供に取り組んでまいります。

3．質問及び意見交換

（記者）

ラピダス社の 3年後の量産体制で使う工業用水の安平川において、PFASが国の飲用水の

暫定目標値を上回るとされています。このことについて、まず受け止めをお伺いします。

（市長）

７月 16 日ラピダス社の量産化で供給される苫小牧安平川を取水源とする工業用水から、

国が定める飲用水の暫定目標値を超える PFAS が検出されました。また、22 日には安平町

の浄水場で PFAS が未検出だったことについて承知をしております。現在、北海道におい
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て、原因の特定に向けて安平川流域の特定事業所の立地状況の確認、また継続的な水質のモ

ニタリングなどの取組を進めているところであり、早期に原因が究明されることが必要で

あると考えています。また、北海道は工業用水を飲料として使用しておりませんので、PFAS

に関する水質基準もないことから、利用に支障がなく、受水企業への給水を継続することと

伺っております。約 2 年後に受水するラピダス社としては、工場内に活性炭処理施設を設

置して PFAS除去の取組を行うと伺っているところであります。

（記者）

ラピダス社が活性炭処理をして、PFAS が除去される見通しだと思うのですが、安平町で

PFAS が発見されている水が、千歳市の浄化センターを通って、PFAS が除去されていると

はいえ、千歳川に流れます。現在危険性が指摘されているものが流れていく、このことにつ

いての市長としての今の気持ちをお伺いします。

（市長）

まずモニタリングをしたり、特定の事業所へ確認をして、どういう原因で今の数値が出て

いるのか、調べることが大事だと思っています。その上で、今申しましたように、工場の中

で処理をして PFAS の除去の取組を行うということがまず一つ。その後、工場排水を含め

て、千歳市では生活用水、工場排水については公共用水域の水質の保全などを目的に、千歳

市で整備した下水道の終末処理場である浄化センターで処理をして、千歳川へ放流するこ

ととしております。市街地の下流域では、水道水、農業などに千歳川の水を利用されている

方がいらっしゃいますし、千歳川はサケの遡上河川という貴重な財産でもありますので、し

っかりと水質管理をする必要があると思っています。最終的には広域的な観点から、北海道

が主体となって千歳川下流域自治体等への説明や、継続的な水質のモニタリング調査、こう

したことが行われる必要があると考えています。

（記者）

現状としては、ラピダス社の事業者の責任として施設を作って、活性炭の入れ替え等メン

テナンスコストがかかると思います。もともとの水に入っているものを除去するという、ラ

ピダス社の責任ではない PFAS の除去をして、それにコストを払うということのバランス

については市長としてどういう風にお感じになっていますか。
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（市長）

工場の中で除去施設を作られるという前提で進めているので、繰り返しになりますけれ

ども、まず今の状況の原因を特定して、それが基準内に収まるということが大事だと思いま

す。

(記者)

２点あります。PFASの受け止めについてはお答えいただいたと思うのですが、北海道の

責任においては工業用水なので除去しないと今の時点で発表しています。ラピダス社の工

場の浄化施設で行ってもらうという立場を明らかにしているかと思うのですが、水という

ものを非常に重視して千歳という場所を選んだラピダス社との信頼関係も立地自治体とし

てあると思います。取材の中でわかった話で、千歳市とラピダス社は事前に PFASが入って

いる可能性があるということを認識していて、繰り返し調査を要請していたのですが、それ

に対して北海道は正式には要請をされていないというような答え方を記者会見でされてい

ます。ラピダス社はそもそも PFAS が入ったものを使わないで生産をするということを大

前提として、環境に配慮するということをここまで何度も方針を表明してきたと思うので

すが、千歳市として責任を持って、北海道に対して PFASを除去した状態の水を供給するよ

うに求める考えはないのでしょうか。

（次世代半導体拠点推進室長）

基本的には PFASが検出されましたので、市長が申し上げたとおり、まず実態を確認する

というのが第一で、その後量産までに２年余り時間があるので、その中で改めてラピダス社

と北海道と協議しながら対応策について検討していきたいと思っています。

(記者)

先日、市内の路線バスを運行する千歳相互観光バスと札幌市地域労働組合の支部が 1 年

半ぶりに和解をしました。その同意事項の中で、今課題になっている向陽台の最終バスの時

間が当初より 50分繰り上がっているということで、それを従来のダイヤより10分繰り上

げまで戻すことの検討を合意内容として示されていました。千歳市として開発したニュー

タウンということもあって、たびたび市長は動向の部分を気にされていたと思うのですが、

今回改めて合意した中で、例えば担当部署の方との検討の指示など、千歳市として最終バス

の繰り下げについて働きかけるようなお考えはないのでしょうか。
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（市長）

向陽台の最終便は、これまでも復便について継続して協議を行ってきています。ただ、

2024 年問題、また運転手不足ということもあって、なかなか実現していないのが状況です。

今回、組合と和解協定に最終便の記載が盛り込まれたということもありますので、千歳市と

して改めて最終便を復便する方向で検討するよう協議をしたところであります。会社側と

しては、今後検討していく旨の回答をいただいておりますので、今後引き続きよくお話をし

ていきたいと思っています。

(記者)

妥結を受けて、千歳市と千歳相互バスで復便ができないかというような話し合いの場を

持たれたということでしょうか。

（市長）

もともと協議をしていた話でもありますが、今回のことを受けて、改めていろいろ報告も

受けていますので、今後さらに検討ができるかどうかになります。単純な話ではないと思い

ますので、車両だとか人繰りだとかも含めてよく検討するよう協議していきたいと思いま

す。

(記者)

妥結を受けて、一歩進んで、さらに話し合いを持ったということでしょうか。

（市長）

一歩進んだというより協議をさらに進めるということです。

（記者）

先日、ある一部報道で、日本ハムファイターズの２軍の球場を公設民営で作ってほしいと

いう話が出ていました。実際にその報道を前提とするお話が現状の千歳市であるのかとい

う話と、もしそういう話があるのであれば、すぐ決まる話ではないのはわかっていますが、

現状のスタンスをお話いただければと思います。

（市長）

まず、千歳市の名前が出ているということは、私どもとしても大変光栄ですし、それが実
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現すれば地域全体の活性化にもつながるものではないかとも思っています。ただ、そういう

中で施設の老朽化の課題に対して、移転や現施設の改修など、いろいろな可能性を検討して

いるということを認識しており、相手側からも聞いておりますけれど、具体的な部分につい

てはそこまでお話ししていないところです。新聞報道の話になると、いろいろな課題もある

と伺っていますので、今後、千歳市としてどういった協力ができるのか、これからいろいろ

話を伺ったりしていきたいと思っています。

（記者）

当たりはあるのでしょうか。

（市長）

表敬訪問だとか、そういう中で、今申しましたような現状というのはお聞きしたことがあ

るので、そういう考えであるのかなというところです。

（記者）

千歳市は候補だという認識はお互いあるのですか。

（市長）

そこまではありません。現状の課題がこういうことであるということを伺っています。そ

れは、施設の老朽化も含めてです。

（記者）

お互い候補地になっている話はないけど、課題は伝えられていて、本当の話であれば、何

ができるのか話をするということでしょうか。

（市長）

どんなことを考えられているのか、具体的にわからないところもあります。

（記者）

候補だから考えてくれませんかというほどの要望が伝えられている段階ではないという

ことですか。
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（市長）

これからいろいろ話を伺っていく段階かなと話をしました。

(記者)

道の駅サーモンパーク千歳の昨年度の収支が約 1億 1,000 万円の赤字に対して、納入金

として千歳市への支払いが 1,200 万円近くあると思います。赤字なのにそれをとってしま

うということに対し疑問に思っており、千歳市のスタンスとして、いろいろいざこざがあっ

て、4月から８月まで営業できなかった部分もあると思うのですが、それに対して市長はど

う受け止めていて、指定管理者とどう協力していきたいと思っていますか。

（市長）

私もこの新聞記事を見ましたけども、実際今、収支の関係で言えば、当然イニシャルがか

かっていて当初から一定の軌道に乗るまでの赤字を一定程度は見込んでいたと聞いていま

す。その中で、今回 4 か月から 5 か月くらいオープンができなかったということで、その

辺の計算は若干幅が広がったと受け止めています。ただ、当初見ていた赤字幅を含めて、そ

れは指定管理の期間の中で、指定管理者が回収していくと伺っていますし、そういった考え

のもとに、当初の協定の中で一定の収入に対する千歳市への納入というのは、取り決めをし

ているので、そのルールに従って今回の納入金を納めてもらうと考えています。ただ、一方

で、昨年の 8 月下旬にグランドオープン以降、お客様も多くの方々に来ていただいている

こと、それと事業収入についても令和４年度５年度と比べて大幅に増えているということ

で、現在も好調に推移しておりますので、これから期待もできますし、千歳市としても観光

の目玉でもありますので、隣の水族館も含めて相乗効果が発揮できるように一緒になって

取り組んでいきたいと思っています。

(記者)

引き継ぎが前管理者と現管理者の間で終わっていないということを聞いています。それ

に対してどの物品が前管理者で千歳市のものなのか、現管理者が把握できていないと聞い

ています。引き継ぎに関しては、今どういう状況だと思ってよろしいですか。

（市長）

引き継ぎというのは、それは今の指定管理者と前の指定管理者との引き継ぎ、そういう意

味ですか。
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(記者)

はい。

（市長）

それについては双方でやりとりしているので詳細までは把握しておりません。

(記者)

今年に入ってから引継書があるという話を現場の方から聞きました。

（市長）

それに対して私は把握していません。

(記者)

千歳市として今後どうすべきかというのはありますか。

（市長）

あくまで前指定管理者と旧テナントの間、前指定管理者と今の指定管理者との間につい

て、お互いにやるべきことだと思っています。

(記者)

シダックス側に改めて引き継ぎをちゃんとしてほしいということを千歳市から要望する

ということはありますか。

（観光スポーツ部長）

情報源が特定できない以上、今お答えできません。また改めてお話させてもらってもよろ

しいでしょうか。

(記者)

PFASの関連で伺いたいことがございます。先ほど、最終的には広域的観点から北海道が

モニタリング調査などを行う必要があるとお答えしていたかと思うのですが、これに関連

して、現時点、それから PFAS の原因が特定されたあと、そして実際にラピダス社へ給水が

開始された時点で、北海道に対してどういったことを求め、どういった役割を担ってほしい
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か等、何か求めることがありましたらお聞かせください。

（市長）

今現在、北海道と千歳の川の水質の関係で言えば、いろいろ団体も絡んでおり、そういっ

た部分で会議を設けていますので、そういうところで必要な対応を北海道に求めるという

ことを今後もしていきたいなと思っています。この先については、最終的に排水するまでの

時間はありますので、より丁寧に、中身の確認等も含めて関係機関で協議をしてまいりたい

と思っています。

(記者)

先ほどのお答えの中で、北海道に必要なものとしてモニタリング調査を求めるというこ

とと千歳川下流域に関する説明とおっしゃっていましたが、この説明というのは、具体的に

どういったことを想定しておっしゃったのか、お聞かせいただければと思います。

（市長）

それは説明の機会ということですか。

(記者)

内容です。例えば、どういった原因で流出したかのか、また、数値ですとか、そういった

ことを想定していらっしゃいますか。

（市長）

今までも、例えば関係団体、漁業団体から質問等がありましたので、それに対してお答え

するような形で、不安に思われているところがあれば、それを説明していくという、そうい

う考えで先ほど説明させていただきました。

（記者）

必要な対応を求めていくとおっしゃられていますが、過去の事例等を見ていると原因の

特定に至らなかったり、あるいは原因を特定できたとしても除去は非常に困難な状況であ

るというのが日本国内、世界の現状を見ていると多い事例だと思います。実際、仮に特定で

きたとして、除去はできないという状況になったとき、千歳市としては今後の対応の選択肢

として、どういうものを考えているのかをもう少し聞きたいです。
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（市長）

今の時点では答えづらい部分もありますが、繰り返しになりますが、まずは今の状況を確

認して、原因を特定することであり、安平の方で北海道と確認をしていただく。その数値が

どういうことになるのか、そこではないかなと思っています。それ以上のことについては、

今後、北海道内の関係機関と協議していくということになります。

（記者）

北海道の記者会見の中では、今回の調査は７月に入ってからだと思います。一方で千歳市

とラピダス社は公表されている資料によると、従前から北海道に対して責任を持って検査

をしてほしい、とお話をされたかと思います。それが去年、あるいは今年のはじめや７月に

なって急に対応してくれたということだと思います。人の連携していくべきところで、情報

の共有がうまくできてないのではないかなと外から見る限りは思うのですが、今後コミュ

ニケーションのあり方について千歳市は地元の自治体として課題等、もしあれば教えてい

ただけますでしょうか。

（市長）

北海道とはいろいろなチャンネルで話をする場面があります。例えば水質のことについ

てはうちの担当も違いますので、そこはそこでやって、また違う場面、例えばインフラ整備

は、常に現地の方と一緒になってやっているので、様々な段階を通じて意思疎通が図れるよ

うに今後もやっていきたいと思っています。それは北海道だけではなく、ラピダス社とも常

にやっています。これから、来年のパイロットライン、さらに次の量産を見据えて齟齬がな

いように常に連携しながら意思疎通を図っていきたいと思っています。

(記者)

22 日の説明会の件です。開催のねらいがよくわからないのですが、工場が着工して 1年

になり、市民の理解をさらに深めていただくようにということですが、例えば今まで着工前

から千歳で講演をなさっていた官僚の方は変わっているかもしれないのですが、ラピダス

社の清水専務と千歳市の幹部である森室長など表にたくさん出てこられた方の顔ぶれが変

わらないのですが、例えば今回のこの説明会でここを聞いてほしいというアピールポイン

ト、千歳市として経産省の室長とか清水専務にこういうことを話してほしいというような、

今回の説明会の肝、方向づけのようなものがあれば教えていただきたいです。
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（市長）

去年、千歳市が主催した当初の説明会や北海道で開催された説明会などいろいろありま

した。その後、北海道の各地域で開催されていますが、昨年の 9 月スタートから１年が経

過したということで、当初から時期を見て市民の皆さんに何回も繰り返し説明するという

ことが大事だと私は申し上げてきました。工場も進捗しておりますし、いろいろな部分が進

んできていますので、同じ部分が入ってくるかもしれませんけども、今の時点で改めて重ね

て説明するということがまず一つ大事かなと思っています。そういう中で、新たなポイント

で、会社の方も事業所が徐々にできていますし、当時説明できなかったことも出てきていま

すので、この時期にやって、今回で終わりでなくて、また経過をたどっていく中で継続的に

説明会を開催する、そういう趣旨が一番大きいと思っています。内容については、同じこと

の繰り返しばかりではないと思っています。

(記者)

市長自身も開会の挨拶にお立ちになりますし、森室長も最後、千歳市の取組ということで、

ご講演なさるのですが、ラピダス社が進出してきたあかつきには、千歳というまちはこうな

りますというような将来ビジョンが市民の方、あるいはお聞きになっている方に描けるよ

うな内容まで踏み込むことはありますか。

（市長）

今後の作業状況になりますが、従前からお話ししているように、将来ビジョンの策定とい

うことで、今作業を進めています。年内を目途に今進めておりますが、成案でなくても、ま

ずは途中経過の分も含めて、早い時期に市民の皆様に今後の展望、ビジョンをしっかりと説

明する機会があればいいなとは思っています。時期は、議会への説明のタイミングだとか、

考えていかなければならないと思います。もちろん私の挨拶の中でも、触れることを考えて

はいます。

(記者)

市民病院の医師の採用についてです。常勤の医者がこれまで２人と嘱託の人と１人だっ

たのが、常勤が 3 人になって嘱託１人で４人体制になったとのことですが、この 4 人とい

うのは、3人とはどう違うか、あるいは嘱託の方を含めて4人になったことで、その地域の

産婦人科医として何ができるようになるとか、これから子どもを産みたいという女性にど

んな安心を与えられるか、医者が物理的に１人増えただけではなくて、その先に効果や狙い
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があるかということを説明していただけますか。

（市長）

私で答えられない部分は担当がきていますので、後ほど答えてもらいます。産婦人科の医

師の 3 名、嘱託が 1 名になっていますが、定年を迎えたことによる嘱託で、もともとはフ

ルで 3 名体制でした。道内でこのくらいの規模の公立病院で 3 名維持しているというのは

まずないです。おそらく調べていただければわかりますが、地方の病院はみんな、特に産婦

人科医の不足に伴って、産める病院、施設がなくなってきているのが現状です。ここは子ど

もの数が少しずつ減ってきている部分もありますが、依然として若い町ということで、大学

医局に千歳の特徴を汲んでいただいて、非常に配慮いただいて、こういう配置をしていただ

きました。その 3 名の方が年齢も重ねてきていて、若い方を求めてきましたので、体制的

にはそこでより強化をされるということと、医師一人の負担が少し緩和されるということ

になります。市内全体の体制としては、今は 650 から 700 名ぐらいの出生で、市内では、

もう一つの民間のクリニックと分担をして、市内で産みたいという方についてはそこで対

応できているはずです。それ以外に隣の恵庭市からも相当数分娩で来ていただいています

ので、その枠組みはこれからも維持ができるということが大きいのではないかと思ってい

ます。

（市民病院事務局次長）

24 時間 365 日対応をしておりますので、職員が 3 人から 4 人へ増えるので、１人１人

の負担が軽減される、安全安心な医療提供につながっていくと考えております。

(記者)

また 2 点あります。まず 1 点目ですが、半導体産業の進出に関係するところで、今、不

動産の土地の値段も上がったりだとか、物件がかなり少なくなってきて、ラピダス社に関係

するところ以外もかなり品薄になってきています。ホテルも、かなり値段が上がってきてお

り、ラピダス社などの関連産業への住宅供給については去年協議、対応を持たれて、千歳市

も積極的にかかわっていらっしゃるかと思います。市内の物件全体の品薄感への現状の確

認や、宿泊施設の不足について、具体的に行政として関わるようなことを考えているのであ

ればお聞かせいただきたいです。
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（市長）

必ずしも充足している状況ではないというのは伺っています。そういう中で、昨年12月

に市内の大きな不動産の組織が一緒になって、商工会議所も含めて 4 者で連携協定を結び

まして、窓口を 1 本化していただいています。今そこが窓口になって、民間からの問い合

わせのご紹介なり、対応させていただいております。住居関係や事務所の関係についても、

相談させていただいているところです。足りない部分は市内のいろいろな動き、例えば今後

増設したりするという動きが出てくると思います。そういう中で対応してきています。いろ

いろと探していただいた結果、先ほど言いましたように、市内で活用できる事務所用地があ

りましたので、そこを活用していただいているところだと思います。ホテルについても同じ

ようにいろいろなご意見を私もいただいておりますが、現在すでに増設をしている物件だ

とか、新築の物件も情報をいただいていますし、具体的な計画が進められていますので、今

すぐ 1 年以内とは言いませんが、2 年ぐらいの中で供給量が少しずつ増えてくるのかなと

思っています。そういう部分では改善していくのではないかなと思っています。そういうよ

うな情報を共有し、行政としても関わりを持つことで、全体的な改善に向けて努力していき

たいと思っています。

(記者)

いろいろな意見というのは、ホテルが足りないことや、空き室が少ないとかでしょうか。

（市長）

いろいろなお客さまから私のところにも連絡がありますが、予約が取れない、高いという

のはよく聞いています。ただ、高いというのは、その時々のシーズンにもよりますので、必

ずしもそれがずっと 1 年を通じてということではないかと思います。ピーク時はどうして

も観光やゴルフ客、それに陸上の合宿チームということで、非常に多くの方々が来ています

ので、今まさにシーズンということです。

(記者)

今、陸上の合宿とおっしゃっていたかと思うのですが、毎年合宿されているホンダ技研工

業の陸上競技部の選手から２人、青木選手と小山選手がオリンピックの代表として出場さ

れていて、両選手、それから監督も千歳市の練習環境がすごく良くて愛着があるという話を

されていたのですが、市長として、また千歳市として、例えば両選手への期待感だとか、今

後の戦いぶりによっては何か千歳市として応援するようなご準備は考えているのでしょう
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か。

（市長）

もちろん応援していますし、頑張っていただきたいなというふうに思っています。大きな

舞台ですので、悔いのない競技をしていただければと思っています。この千歳の地で培われ

た力をぜひ発揮して、千歳市がお役に立てたということであれば大変うれしいなと思って

います。これからも注目して応援していければと思っています。

（記者）

ラピダス社関連のことと支笏湖チップについて聞きたいと思います。まずラピダス社で

すけれども、先ほどからもお話がありました PFAS に関して、安平川から水をとって浄化し

ていて、流すときも工場の中でまずきれいにして、それから千歳市の排水施設まで流すと思

います。対策がとられていると思うのですが、多くの市民の方はそのあたりのことをよく存

じていないと思います。どういった対策をとって、どういったプロセスをとってということ

もよくわかっていないと思います。それから、説明会も開催されますけれども、参加される

方の多くがラピダス社のことに関心を持たれている方とか、関わるお仕事をされている方

だと思います。多くの市民は、実際ラピダス社ができることでまちがどうなるのだろう、ど

ういう変化があるのだろう、何が影響するのだろうということについて、ぴんときていない

ままどんどん進んでいっていると思います。でも、それに伴うお話がありましたけど、家賃

が高いとか、家の問題ですとか、そういったマイナスの部分を解消していくとかなどのビジ

ョンを市民の方に広く周知することが、まだ十分されていないのではと思うのですが、その

あたりはこれからどのようにしていきたいとお考えでしょうか。

（市長）

おっしゃるとおりで、できるだけその機会を作っていこうと思い、これまでもいろいろな

機会にそういうお話をさせていただきました。繰り返しになりますけど、今回の説明会、昨

年からやっていた説明会もありますけれども、時期をとらえて、これで終わりではなく、引

き続きやっていきたいと思っています。それとビジョンの話で、これからどういうまちにな

っていくのかということや、どんな課題があって、どういう対応をしているのかというのは、

やはり同じように説明をしていく必要があると思っています。それは、従来から考えていた

ことでもありますので、どういう頻度で、どの期間にやるというのは、これからビジョンが

まとまった時点でよく考えていきますけれど、これまでも私もいろいろな会合の中でチャ
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ンスがあれば、必ず現状は説明させていただいています。こういう説明会に通常来られない

方々も含めて、広く説明するようにしているので、これからもそういうようなことは考えて

いきますし、例えば出前講座だとかもやっていこうと思っていますので、市民へのアナウン

スというのは、大変重要だと思っています。もう一つは、ぜひこういう機会に報道機関の皆

様、言ったことを取り上げていただければ、より理解が深まるのではないかなと思っていま

す。

（記者）

支笏湖チップですが、商標登録されたこともあって、企画に取り上げようと思っているの

ですが、最初のお話と重複しても構いませんので、改めて市長の受け止めと、これからどの

ように千歳市の名産品としてアピールしていきたいかをお聞かせいただければと思います。

（市長）

ヒメマスを支笏湖チップという名称で何とかブランド化したいという地域の思い入れと

いうのは非常に強いものがありました。平成31年に申請をして、5年半かかって、当初は

もう少し短い期間で登録できるのではないかと思っていましたが、地元でブランドをもっ

ともっと知って、魅力を知ってもらう、そういう取り組みが必要だということを、いろいろ

示唆、助言されたものですから、地道にやってきました。少し時間がかかって大丈夫かなと

思いましたけど、何とかここに来て登録できたということは本当にうれしく思っています

し、地元の方の熱意と努力に敬意を表したいと思っています。今後の話は、先ほども言いま

したように、いろいろな販路拡大だとか、物産展だとか、プロモーション活動がありますけ

ど、まずこの名前を知っていただくということと、毎年東京の有楽町でもいろいろなプロモ

ーション活動をしていますので、組合の方もここに行って PRもしてもらっています。そう

いった継続もしながら、まず名前を知っていただいて、それとマークを作りましたので、他

のヒメマスと差別化を図って、より訴求力を高めたいと思っています。

4．閉会


